
第８４回 徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議
（徳島県新型インフルエンザ等対策本部会議）

日 時：令和４年１１月１４日（月）
正午から

場 所：県庁３階 特別会議室

◎協議事項
・とくしまアラート等について
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出典：厚生労働省ホームページ（データから分かる-新型コロナウイルス感染症情報から）

 都道府県別感染状況（直近1週間の人口10万人あたりの感染者数推移）
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北海道・東北７道県

北海道 青森県 岩手県
宮城県 秋田県 山形県
福島県 東北

（人）

933.4人（8/24） 1014.1人（11/13）
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関東７都県

茨城県 栃木県 群馬県
埼玉県 千葉県 東京都
神奈川県 関東

（人）

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500
1,600
1,700
1,800
1,900
2,000
2,100
2,200
2,300
2,400
2,500

7/1 8/1 9/1 10/1 11/1

中四国９県

鳥取県 島根県 岡山県 広島県
山口県 徳島県 香川県 愛媛県
高知県 中四国

（人）
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九州・沖縄８県

福岡県 佐賀県 長崎県
熊本県 大分県 宮崎県
鹿児島県 沖縄県 九州（沖縄県除く）

（人）
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近畿２府４県

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県

奈良県 和歌山県 関西

（人）
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中部１０県

新潟県 富山県 石川県 福井県
山梨県 長野県 岐阜県 静岡県
愛知県 三重県 中部

（人）
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・全ての地域で感染者数は増加傾向にある。

・特に、北海道・東北、中部地方では増加が顕著であり、中でも北海道では、今夏のピークを超えて増加している。

・年代別では若い世代・高齢者の感染者数が増加傾向にあり、今年は季節性インフルエンザの同時流行が懸念される。

お盆期間

















- 1 -

資料 ６

児童等利用施設での「集中的な検査」の実施について

１ 目 的

感染者が増加傾向にあることを踏まえ、接触機会が多く、マスク着用

が難しい低年齢児が生活する「児童等利用施設」の職員に対し、集中的

な検査を実施することにより、感染拡大防止の徹底を図る。

２ 実施方法

検査を希望する児童等利用施設に「抗原定性検査キット」を配布し、

「週３回の集中検査」を実施する。

３ 実施時期

１１月１５日（火）～２８日（月）（２週間）

４ 対 象

保育所、認定こども園、認可外保育施設、放課後児童クラブ、

障がい児通所施設、児童養護施設等の職員



教育委員会

教職員対象の「集中的な検査」の実施について

１ 目的

学校における新型コロナ陽性者の増加傾向を踏まえるとともに、人流が

拡大する年末年始後の学校再開や入試が行われる年明けを見据え、ウイル

スの持ち込みを防止し安定的に学校教育が行えるよう、希望教職員に対し、

「集中的な検査」を戦略的に実施する。

２ 実施時期等

○ 感染者の増加を踏まえた「集中的な検査」

１１月１５日（火）～２８日（月）を目途に、週３回実施

○ 年明けの「集中的な検査」

冬季休業終了前、共通テスト前、入試前に実施予定

※感染状況を踏まえて、実施期間・頻度を判断

３ 対象

公立の幼稚園、小学校、中学校、高校、特別支援学校の教職員

４ 実施方法

公立学校の希望教職員に「抗原定性検査キット」を配布し、

「集中的な検査」を実施する。
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教育委員会

「とくしまアラート」引上げの場合における

学校教育活動の対応案について

部活動や学校行事など教育活動を可能な限り継続し、季節性インフルエンザとの

同時流行にも備えつつ、「感染対策の徹底」により、学校内における感染再拡大の

未然防止を図る。

１．部活動（合宿や練習試合等）について

（１）現状

・ 「合宿や練習試合等」については、当該地域の感染状況等を十分に

確認した上で適切に判断し、感染症対策を徹底した上で実施可能

※ 引き続き、活動時間は「平日２時間程度」、「休日３時間程度」

（２）引き上げ後

・ 季節性インフルエンザとの同時流行にも備えつつ、

感染対策を徹底して活動を継続

※ 引き続き、活動時間は「平日２時間程度」、「休日３時間程度」

「合宿や練習試合等」についても、現在以上の制限を行わない。

２．各教科等の学習指導について

（１）現状

・ 基本的な感染対策を講じるとともに、感染リスクの高い教育活動は、

指導に関する工夫を行い実施

（２）引き上げ後

・ 感染リスクの高い教育活動は、指導に関する工夫を行い、

感染症対策をより一層徹底して実施
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